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だ よ り 
No  ２６ 

2015.6.21 

佐世保のハウステンボスにバラ祭りを見に行きました。バラの花は、

欧風の街並みと窓辺に咲く姿も奇麗ですけど、運河沿いの庭に咲く姿

は、清々しくて本当によく似合うと思いました。 

 

 

第
３
回
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ 

サ
ロ
ン
」 

 

退
職
し
て
ホ
ッ
と
し
た
半
面
、
多
く
の
方
々
か
ら
出
さ
れ

る
話
題
は
、
高
齢
期
を
迎
え
た
両
親
の
こ
と
。
い
づ
れ
介
護

が
必
要
に
な
る
か
も
、
自
分
も
い
ず
れ
そ
の
時
を
迎
え
る
事

へ
の
不
安
で
す
。
昨
年
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
質
問
の
多
か
っ
た
介
護
と
認
知
症

等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
日 
時 

７
月
22
日
（
水
） 

午
前
11
時
～
午
後
２
時
ま
で 

○
会 

場 
天
神
芙
蓉 

○
内 

容
「
介
護
す
る
人
、
さ
れ
る
人
」 

○
講 

師 

吉
野
道
利
さ
ん
（
ふ
く
し
生
協
理
事
） 

○
参
加
費 

２
５
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
） 

＊
連
絡
先 

市
職
労
書
記
局 

電
話
７
１
１ 

４
９
４
０ 

＊
締 

切
７
月
20
日
（
月
） 

F
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〈会
費
の
更
新
に
つ
い
て
〉 

 

今
年
の
第
６
回
市
職
労
退
職
者
の

会
総
会
で
決
ま
り
ま
し
た
会
費
３
０

０
０
円
（
通
信
費
等
の
た
め
５
年
分
）

の
納
付
に
つ
い
て
は
、
前
回
納
付
か
ら

５
年
が
経
過
す
る
会
員
の
み
な
さ
ま

に
次
回
か
ら
納
付
書
を
同
封
し
ま

す
。 

 

「
退
職
者
の
会
」
の
運
営
は
、
会
費

と
組
合
か
ら
の
補
助
、
行
事
毎
の
参

加
費
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
会
費
に

つ
き
ま
し
て
は
「
退
職
者
の
会
だ
よ

り
」
の
郵
送
費
（
年
５
回
程
度
）
と
各

行
事
毎
の
参
加
者
へ
の
通
信
費
に
支

出
し
て
い
ま
す
。
会
発
展
の
た
め
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

《
こ
れ
か
ら
の
企
画
》
＊
次
号
以
降
で
詳
し
く
募
集
し
ま
す 

① 

水
郷
柳
川
の
舟
遊
び
と
グ
ル
メ
の
旅
（
西
鉄
電
車
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
） 

日 

時 

10
月
17
日
（
土
） 

参
加
費 

交
通
費
・
昼
食
代
込
み 

５
，
６
０
０
円
程
度 

② 

第
７
回 

バ
ス
ハ
イ
ク 

日 

時 

11
月
中
旬 

場 

所 

行
き
先
の
希
望
な
ど
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。 

参
加
費 

３
，
５
０
０
円
～
４
，
０
０
０
円
（
検
討
中
） 

③ 

第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

日
時 

未
定 

場
所 

吉
井
温
泉
（
宿
泊
） 

参
加
費 

１
０
，
０
０
０
円
以
内 

 



《
第
６
回
歴
史
散
歩 

馬
出
・
箱
崎
》 

埋
も
れ
る
歴
史
を
再
発
見 

 

市
職
労
退
職
者
の

会
は
５
月
16
日
（
土
）

に
16
名
の
参
加
で
「
唐

津
街
道 

馬
出
・
箱
崎

の
町
歩
き
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
市
教
育

委
員
会
（
東
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
）
で
長
く
働

い
て
、
東
区
の
歴
史
・

文
化
に
詳
し
い
日
下

部
恭
久
さ
ん
に
案
内

を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

自
作
の
詳
し
い
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
地
図
を
使
っ
て
、
九
大
病
院
の
中
に
埋

も
れ
る
よ
う
に

散
在
す
る
史
跡
、

秀
吉
が
利
休
に

命
じ
て
開
い
た

「
お
茶
会
跡
」、

九
大
病
院
の
戦

前
・
戦
中
の
歴
史

を
示
す
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
興
味
深

く
伺
い
ま
し
た
。 

馬
出
小
学
校
に
あ
る
旧
動
物
園
跡
で
は
、

こ
の
動
物
園
建
設
に
込
め
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
願
い
に
応
え
た
市
長
の
秘
話
、
街
並
に

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
普
通
に
は
気
付
か
な
い

枯
野
塚
で
は
松
尾
芭
蕉
に
ま
つ
わ
る
弟
子
た

ち
の
話
も
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
恵
光
院
か

ら
箱
崎
の
通
り
に
廻
り
こ
の
「
唐
津
街
道
」

が
参
勤
交
代
に
使
わ
れ
た
こ
と
、
街
道
に
沿

っ
た
宿
場
町
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。 

最
後

に
博
多

曲
物
と

し
て
一

軒
だ
け

残
る
し

柴
田
徳

商
店
を

訪
ね
て

ご
主
人

の
徳
五

郎
さ
ん

に
、
博
多

曲
物
の
歴
史
や
、
使
わ
れ
て
い
る
木
材
、
加

工
工
程
等
に
つ
い
て
1
時
間
弱
の
説
明
見
学

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

終
了
後
、
居
酒
屋
で
チ
ョ
ッ
ト
一
杯
。
こ

れ
が
楽
し
み
で
す
と
の
こ
と
。
次
回
は
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。 

憲
法
違
反
の
戦
争
法
案
に
反
対
す
る
ア
ピ
ー
ル 

安
倍
内
閣
は
、
憲
法
違
反
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す

る
「
安
全
保
障
法
制
」（
戦
争
立
法
）
の
強
行
成
立
に
向
け
た
動

き
を
強
め
て
い
ま
す
。
国
会
審
議
で
は
ア
メ
リ
カ
が
世
界
中
で

引
き
起
こ
す
戦
争
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
、
し
か
も
、
後
方
支
援

（
兵
站
活
動
）
で
は
あ
っ
て
も
そ
こ
は
戦
闘
地
域
に
含
ま
れ
、

自
衛
隊
が
他
国
に
お
い
て
殺
し
・
殺
さ
れ
る
戦
闘
に
巻
き
込
ま

れ
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

今
、
日
本
全
国
で
「
戦
争
法
案
」
を
廃
案
に
追
い
込
む
た
め

の
宣
伝
と
集
会
・
デ
モ
行
進
な
ど
が
と
り
く
ま
れ
、
多
く
の
国

民
・
学
者
・
宗
教
者
・
文
化
人
、
労
働
組
合
や
婦
人
団
体
、
青

年
・
学
生
の
間
か
ら
戦
争
法
案
に
反
対
の
声
が
急
速
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
衆
議
院
の
違
憲
立
法
審
査
会
で
は
著
名
な
憲
法
学

者
3
名
全
員
が
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
違
憲
で
あ
る
」
と

陳
述
し
、
自
民
党
内
に
お
い
て
も
安
倍
内
閣
の
強
行
成
立
に
向

け
た
強
引
な
国
会
運
営
を
問
題
視
す
る
意
見
が
少
な
か
ら
ず
出

て
い
ま
す
。 

安
倍
首
相
は
こ
の
安
保
法
制
に
続
い
て
、
来
年
の
参
院
選
挙

後
に
は
「
憲
法
改
正
を
発
議
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
最

終
目
的
は
「
憲
法
9
条
を
改
正
」
し
て
自
衛
隊
を
軍
隊
に
変
え
、

日
本
を
ア
メ
リ
カ
等
と
一
緒
に
戦
争
す
る
国
へ
と
変
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
福
岡
市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
安
倍
内
閣
に
よ
る
戦

争
立
法
の
強
行
成
立
に
強
く
反
対
し
、
憲
法
９
条
を
柱
と
す
る

平
和
憲
法
を
守
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
ま
す
。 

市
職
労
退
職
者
の
会 

 


